
 

 

2018 年 11 月 14 日 

井関農機株式会社 

 

当社のコンバインと田植機が「戦後愛媛のイノベーション 30 選」に選定 
 

当社のコンバインと田植機が、一般社団法人 愛媛県発明協会主催の「戦後愛媛の    

イノベーション 30 選」に選定されましたので、お知らせいたします。 

 

今回選定されたイノベーションは、「井関農機の農業生産性を大幅に向上させたコンバイ

ンと田植機」です。2条刈り歩行型コンバイン「HD50 型フロンティア」は、欧米由来の普通

型コンバインに対し、水田稲作に適応した自脱型コンバイン第 1 号として、当社が初めて

発売しました。また、「さなえ」の愛称で市場に普及した歩行型田植機は、後傾タンクを装

備し、現在の基本形態を確立しました。このような点が評価され、今回の選定に至りました。

なお、「HD50 型フロンティア」は、2014 年に選定された「戦後日本のイノベーション 100 選」

にける発明技術開発の概要としても紹介されています。 

 

また、10 月 23 日、松山国際ホテルでの記念式典において、表彰されました。 

 

今後も当社の強みを活かした研究・開発を通して、新たな価値を創造し、日本と世界の農

業の持続的発展に貢献してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以 上 

 

 

ＩＳＥＫＩグループは、夢ある農業応援団！ＩＳＥＫＩとして、お客様のニーズに即した製品やサービスの提供に

より、食を支える農業の発展に貢献してまいります。 

お知らせ 

＜戦後愛媛のイノベーション 30 選について＞ 

 一般社団法人 愛媛県発明協会の創立 80 周年を記念して、これまで愛媛県で成長を遂げ、本県経済の発展

に大きく寄与した 30 のイノベブランドを選定したもの。「愛媛県の地域・企業等における経済的な活動であ

って、その対象は技術に限らずビジネスモデルやプロジェクトも含み、新たな価値創造によって、社会的に

大きな変革をもたらし、愛媛発で経済発展に大きく貢献したもの」をイノベーションの定義としている。 

自脱型コンバイン HD50 型 後傾苗タンク式歩行型田植機 PF20 


